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加須市スポーツ推進計画の進行管理

【令和２年度の実績と評価】

令和３年８月



１　数値目標別評価結果 (計画の数値目標)件数
基本目標
達成度評価

事業数 １目標を達成 ２概ね達成 ３やや遅れている ４大幅に遅れている ５未着手 ６コロナによる影響 合計

0 1 1 0 0 10 12
0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 83.3 99.9
1 0 0 0 0 3 4

25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 100.0
0 0 0 0 0 2 2
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0
1 1 1 0 0 15 18
5.6 5.6 5.6 0.0 0.0 83.3 100.1

※割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても１００とはならない。

２　取組内容別評価結果 (取組内容)件数
取組内容
達成度評価

事業数 １目標を達成 ２概ね達成 ３やや遅れている ４大幅に遅れている ５未着手 ６コロナによる影響 合計

2 6 0 3 2 28 41

4.9 14.6 0.0 7.3 4.9 68.3 100.0

0 1 0 1 0 2 4
0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 50.0 100.0
1 0 0 0 0 10 11

9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 90.9 100.0

4 7 2 0 0 0 13

30.8 53.8 15.4 0.0 0.0 0.0 100.0

7 14 2 4 2 40 69
10.1 20.3 2.9 5.8 2.9 58.0 100.0

３　概　評

事業の改善点・今後の取り組み内容等
令和３年２月策定の第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画に沿った事業の進捗状況を確認し、地域全体でスポーツを通じた地域づくりに向けて進める。
達成できなかった事業や未着手の事業については、事業の必要性なども含め、取組むよう努める。

全　　　体

３やや達成できなかった

３やや達成できなかった

1計画どおり達成できた

2概ね達成できた

基本目標2　スポーツを活用した地域活性化の推進
　　施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり

基本目標３　スポーツ施設の充実
　　施策１　スポーツ施設の充実

24
件数（件）
割合（％）

6
件数（件）

割合（％）

6
件数（件）

割合（％）

件数（件）
割合（％）

達　成　度　評　価

施　策

全　　　体

単　位

11
件数（件）基本目標１　スポーツの推進

　　施策１スポーツの推進

　　施策２　総合型地域スポーツクラブの推進 1

14
件数（件）
割合（％）

2

割合（％）

4
件数（件）
割合（％）

３　スポーツ施設の充実 －

２　スポーツを活用した地域活性化の推進 1計画どおり達成できた

件数（件）
割合（％）

単　位基本目標

8
件数（件）
割合（％）

１　スポーツの推進 3やや達成できなかった

1



2



１　基本目標の評価基準

評価

1 　計画どおり達成できた

2 　概ね達成できた

3 　やや達成できなかった

4 　達成できなかった

２　達成度評価基準

評価

1 　目標を達成

2 　概ね達成

3 　やや遅れている

4 　大幅に遅れている

5 　未着手

6 コロナによる影響

当該年度に実施すべき取り組みを予定通り、計画的に行い、事業の実施による効果が表れた。
「効果が表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の１００％以上に達し、当該年度の目標を達成した。

当該年度に実施すべき取り組みを円滑に行い、事業実施による効果が概ね表れた。
「効果が概ね表れた」とは、成果指標の実績値がいずれも目標値の８０％以上に達したものをいう。
ただし、「指標の性質上、最低限達成すべき目標値を達成していない」あるいは「当該実績値が、過去２年分の実績
と比較し、平均的水準に満たない」など、指標の実績値が目標値の８０％以上に達したとしても、「効果が概ね表れ
た」とは言い難い場合、下位の評価とすることを妨げるものではない。

達成度評価基準

達成度評価基準

達成度評価基準

基本目標（大分類）を構成するすべての事業（取組）において達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」であっ
た。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が８０％以上であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が８０％未満であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が５０％未満であった。

※各事業（取組）の達成度評価を基に、上記の評価基準で判定する。
   なお、「６　コロナによる影響」とした事業（取組）については、正しい評価をすることが困難なため、達成度評価の事業（取組）の対象外とする。

当該年度に実施すべき取り組みをおこなったものの、事業実施による効果が小さかった。
「効果が小さかった」とは、成果指標の実績値が目標値の８０％未満となったものをいう。

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっており、事業実施による効果が表れなかった。
「効果が表れなかった」とは、成果指標の実績値が目標値の５０％未満となったものをいう。

何らかの理由により、事業の着手が出来なかった。

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業等の中止若しくは縮小、参加者数等の減少又は施設の休館によ
り、上記の３から５までのいずれかの評価とならざるを得なかった。
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≪指標の設定がない場合の評価基準≫

評価

2 　概ね達成

3 　やや遅れている

4 　大幅に遅れている

5 　未着手

6 コロナによる影響

※指標の設定がない場合の達成度評価においては、「２　概ね達成」以下の評価基準
※事業休止等により今年度評価不可の目標は、「概ね達成」で評価
※雨天中止等準備をしたがやむおえない事情で開催できなかったものについてはその状況により評価

達成度評価基準

※取組内容についても市の統一基準様式を使用したが、数値目標を定めていないものは、定員や予定数にて評価、数値評価が難しいものは取組状況
にて評価

当該年度に実施すべき取り組みを円滑に行えた。

当該年度に実施すべき取り組みのうち、いくつか遅れが生じている。

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっている。

何らかの理由により、事業の着手ができなかった。

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業等の中止若しくは縮小、参加者数等の減少又は施設の休館によ
り、上記の３から５までのいずれかの評価とならざるを得なかった。
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基本目標１　スポーツの推進　－　施策１　スポーツの推進【　数値目標　】　

基本目標1　スポーツの推進
施策１　スポーツの推進

【　数値目標　】 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
17回

820人
18回

840人
19回

860人
20回

880人
21回

900人

実績
16回

741人
１６回
677人

１５回
626人

１５回
464人

6回
126人

指標(単位) ( 回 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 10回 13回 13回 13回 13回

実績 10回 15回 13回 10回 ０回

加須市スポーツ推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）　≪基本目標≫　　　　　　

No
No
１－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

事業の改善点・
今後の取組内容等

2 2

スポーツ教室等
開催事業

【目的】
健康の保持増進や体力の維
持向上を目指し、スポーツ
を通して仲間との交流を図
るとともに、生きがいづく
りや交流により人と人との
絆を深める。

市民のスポーツへの関心を高
めるためニュースポーツ大会
を開催を計画していたが、新
型コロナウイルス対策により
中止。

スポーツ団体主催大会
・インディアカ大会（２回）
・ミニテニス大会（3回）
スポーツ推進委員やスポーツ
協会主催
・フロアカーリング大会
（3回）

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

ニュースポーツ大会の開催数
（インディアカ・フロアカーリング・ミニテニス・ソフトバレー）

・新型コロナウイルス感染症
の対策を講じたうえでの
ニュースポーツ等をイベント
開催を支援する。
・団体主催の大会を支援する
とともに、市民が参加しやす
く、スポーツ・レクリエー
ションを楽しむきっかけづく
りとなるニュースポーツ大会
の開催を支援する。
・さらに競技団体主催等の教
室や講習会等の開催により、
会員数を増やす活動もしてい
るのでそれらも支援する。

1 1

スポーツ教室等
開催事業

【目的】
健康の保持増進や体力の維
持向上を目指し、スポーツ
を通して仲間との交流を図
るとともに、生きがいづく
りや交流により人と人との
絆を深める。

市民のスポーツへの関心を高
めるためスポーツ教室を開催
・ピラティス
・カヌー＆ヨット教室
・体験型ニュースポーツ教室
（フロアカーリング・ディス
コン）
・親子硬式テニス教室
・前期 クライミング教室
・前期 Jrクライミング教室
その他予定していた8教室は
新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

スポーツ教室開催回数及び参加人数 コロナ禍での教室のあり方を
検討する。
また、教室の種類、募集方
法、時期なども検討し、引き
続き、市民が参加しやすい教
室を開催することにより市民
のスポーツの関心を高める。

スポーツ振興課 【概要】
市民のスポーツへの関心を高めるた
め、スポーツ教室を開催する。
・ヨガピラティス教室
・小学生水泳教室
・ストレッチ教室
・小学生スキー教室
・カヌー＆ヨット教室
・体験型ニュースポーツ教室
・小学生硬式テニス教室

【評価の理由】
スポーツ協会加盟団体のバレーボール協会傘下のソフトバレー
ボール連盟が解散した。また、各団体が主催する大会やスポー
ツ推進委員によるニュースポーツの普及活動等によるニュース
ポーツ大会は、新型コロナウイルス対策のため全てが中止に
なった。

スポーツ振興課 【概要】
市民のスポーツへの関心を高めるた
め、スポーツ教室を開催する。
・ヨガピラティス教室
・小学生水泳教室
・ストレッチ教室
・小学生スキー教室
・カヌー＆ヨット教室
・体験型ニュースポーツ教室
・小学生硬式テニス教室

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策により、予定していた8教室
（小学生水泳教室、後期 Jrクライミング教室、後期 クライミ
ング教室、スポーツ吹矢、小学生スキー教室、NEWスポーツな
んでもアリーナ、Do You！スポーツミックス、児童バレー
ボール教室）が中止となった。開催した6教室については、新
型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえで行ったが、目標
値には達しなかった。

5



基本目標１　スポーツの推進　－　施策１　スポーツの推進【　数値目標　】　

事務事業名

所　管　課
No

No
１－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( ％ )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標  － ー ー ー 65.0%

実績 ー ー ー 34.1% －

指標(単位) ( ％  )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 14.0% 15.0% 16.0% 18.0% 20.0%

実績 12.6% 11.2% 11.0% 11.1% 9.8%

指標(単位) (団体／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
350団体
6,500人

350団体
6,600人

350団体
6,700人

350団体
6,800人

350団体
6,900人

実績
339団体
6,160人

316団体
5,655人

319団体
5,681人

313団体
5,824人

301団体
5,488人

成人者の週1回以上スポーツ（運動）をする人の割合
・スポーツ推進計画に基
づきスポーツ団体等への
支援をはじめ、スポーツ
にふれる機会などスポー
ツを普及推進し、定期的
にスポーツを行うような
仕組みづくりが必要。

スポーツ振興課 【概要】
スポーツ推進委員協議会の運営や体
育協会他各団体との協議により、ス
ポーツ普及事業の展開を図る。
スポーツ団体等への補助金の交付及
び支援を行う。
スポーツ活動を支援するため加須は
なさき公園多目的グラウンド利用団
体の支援を行う。

【評価の理由】
指標については、令和元年度に市民意識調査を実施した結果、
34.1％と低い状況であった。（平成27年度48％）全国規模の
大会を数多く誘致してきたが、定期的にスポーツを行うまでに
はなっていない。

3 3

スポーツ普及推
進事業

【目的】
市民の健康保持増進や体力
の維持向上を図るととも
に、生きがいづくりや交流
により人と人との絆を深め
る。

・スポーツ推進委員協議会と
の協働によるスポーツ普及事
業の開催
・スポーツ団体等への補助金
交付及び支援
・スポーツ特別功労賞表彰の
実施
・加須はなさき公園多目的グ
ラウンド使用料補助金交付

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

スポーツ少年団に入っている子供の割合 ・引き続き、スポーツ少
年団への加入に向けた取
り組みを行う。

スポーツ振興課 【概要】
スポーツ推進委員協議会の運営や体
育協会他各団体との協議により、ス
ポーツ普及事業の展開を図る。
スポーツ団体等への補助金の交付及
び支援を行う。
スポーツ活動を支援するため加須は
なさき公園多目的グラウンド利用団
体の支援を行う。

【評価の理由】
全国的に小学生のスポーツ参加者の減少とともに、新型コロナ
ウイルス感染症の影響によってスポーツ少年団の加入率は減少
している。
ただし、民間のスポーツクラブ等に加入している小学生が多い
ことや、小学１～３年生の加入が低いこともあり全体として低
い数字となっている。

4 4

スポーツ普及推
進事業

【目的】
市民の健康保持増進や体力
の維持向上を図るととも
に、生きがいづくりや交流
により人と人との絆を深め
る。

・スポーツ少年団に補助金を
交付し活動支援
・新入児童や在校児童に各ス
ポーツ少年団の単位団で作成
した募集チラシを作成配布
・ホームページにより単位団
の紹介を実施

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

スポーツ・レクリエーション団体の加盟団体数及び加盟人数 コロナ禍でのスポーツの
実施方法を検討し、多く
の市民がスポーツに親し
むことができるよう引き
続き各団体の支援及び加
盟団体の充実を促進し、
市民のスポーツ活動を推
進する。

スポーツ振興課 【概要】
スポーツ推進委員協議会の運営や体
育協会他各団体との協議により、ス
ポーツ普及事業の展開を図る。
スポーツ団体等への補助金の交付及
び支援を行う。
スポーツ活動を支援するため加須は
なさき公園多目的グラウンド利用団
体の支援を行う。

【評価の理由】
スポーツ協会等の会員数は、スポーツ協会に加盟していた１競
技団体が退会したことや、新型コロナウイルスの影響から退会
者が多く、大幅に加盟人数が減少し、目標に達していない状況
である。

5 5

スポーツ普及推
進事業

【目的】
市民の健康保持増進や体力
の維持向上を図るととも
に、生きがいづくりや交流
により人と人との絆を深め
る。

・スポーツ等会員数
【スポ協4,281人・レク協
648人・スポ少559人】
・スポーツ推進委員協議会と
の協働によるスポーツ普及事
業の開催
・スポーツ団体への活動支援
・スポーツ特別功労賞表彰の
実施

２
・
概
ね
達
成
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基本目標１　スポーツの推進　－　施策１　スポーツの推進【　数値目標　】　

事務事業名

所　管　課
No

No
１－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) (人)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 1,300人 1,300人 1,400人 1,500人 1,600人

実績 1,388人 1,351人 1,306人 1,285人 1,219人

指標(単位) (回)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 60回 65回 70回 70回 75回

実績 60回 55回 57回 56回 17回

グラウンド・ゴルフ競技人口数
（スポーツ協会加盟者＋レク協加盟者）

引き続きグラウンド・ゴ
ルフの普及・推進を行
う。

スポーツ振興課 【概要】
グラウンド・ゴルフ協会等と連携
し、市民等の愛好者が交流を図れる
大会を支援する。
・さわやかグラウンド・ゴルフ大会
（実行委員会への補助金交付）
・加須市長杯
・宮崎義重杯
・ふじの里グラウンド・ゴルフ大会
・加須市老人クラブ連合会グラウン
ドGG大会
・市民グラウンド・ゴルフ大会

【評価の理由】
加須市スポーツ協会及び加須市レクリエーション協会に加盟し
ている人は、減少傾向にあるが、これらに属さず有志等の仲間
で競技を行っている者も少なくない。
また、令和2年度においては、新型コロナウイルス感染症の影
響もあり、競技人口は減少傾向にある。

6 6

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

【目的】
市民の健康保持増進や体力
の維持向上を図るととも
に、生きがいづくりや交流
により人と人との絆を深め
る。

・例年補助金を交付している
「さわやかグラウンド・ゴルフ
大会」は、新型コロナウイルス
感染症対策により中止
ほか中止した大会
・加須市春季大会・夏季大会
・レディス大会
・加須市長杯・宮崎義重杯
・ふじの里グラウンド・ゴルフ
大会
・加須市老人クラブGG大会
開催した大会
・秋季大会
・市民グラウンド・ゴルフ大会
・加須体協長杯ペアグラウン
ド・ゴルフ大会
グラウンド・ゴルフの推進によ
り健康と仲間同士の親睦・交流
を深める。
競技人口の内訳
・スポーツ協会所属　525人
・以外　　　382人
・レク協所属312人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

グラウンド・ゴルフの大会開催数
スポーツ協会+レクリエー
ション協会による大会を
引き続き開催し、誰でも
参加できる大会を開催す
る。

スポーツ振興課 【概要】
グラウンド・ゴルフ協会等と連携
し、市民等の愛好者が交流を図れる
大会を支援する。
・さわやかグラウンド・ゴルフ大会
（実行委員会への補助金交付）
・加須市長杯
・宮崎義重杯
・ふじの里グラウンド・ゴルフ大会
・加須市老人クラブ連合会グラウン
ドGG大会
・市民グラウンド・ゴルフ大会

【評価の理由】
　当初計画していたグラウンド・ゴルフ大会は、新型コロナウ
イルス感染症対策により、多くの大会が中止となったため、実
績値は低い。なお、大会開催数は、グラウンド・ゴルフ協会、
スポーツ協会、レクリエーション協会主催のグラウンド・ゴル
フ大会の回数となっている。
老人クラブや自治会、有志等などでもグラウンド・ゴルフ大会
は開催されている。

7 7

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

【目的】
市民の健康保持増進や体力
の維持向上を図るととも
に、生きがいづくりや交流
により人と人との絆を深め
る。

グラウンドゴルフ協会等と連携
し大会を支援・さわやかグラウ
ンド・ゴルフ大会（実行委員会
への補助金交付）
・加須市長杯
・宮崎義重杯
・ふじの里グラウンド・ゴルフ
大会
・加須市老人クラブ合会GG大会
・市民グラウンド・ゴルフ大会
・加須体協長杯ペアグラウン
ド・ゴルフ大会
・各地域や地区主催GG大会
　　　　　　　　　　など

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

7



基本目標１　スポーツの推進　－　施策１　スポーツの推進【　数値目標　】　

事務事業名

所　管　課
No

No
１－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) (人)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 6,800人 6,900人 7,000人 7,000人 7,100人

実績 4,800人 3,500人 6,850人 2,950人 中止

指標(単位) (回/人)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
12回

1,400人
12回

1,400人
13回

1,450人
13回

1,450人
14回

1,500人

実績
12回

1,458人
13回

1,554人
12回

1,537人
10回

1,442人
4回

529人

指標(単位) 　　(歳)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 ９．２歳 ９．２歳 ９．２歳 ９．５歳 １０歳

実績 ６．６歳 ７．１歳 ９．３歳 ７．５歳 -

市民体育祭（地域・地区体育祭）の参加者数 多くの市民の参加を促進
するとともに、スポーツ
の推進と地域交流や親睦
を図るため、コロナ禍に
対応した地域体育祭を支
援する。

スポーツ振興課 【概要】
4地域で開催される体育祭を支
援する。
・実行委員会への支援をする。
・地域体育協会との協働により
実施

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としたため

8 8

市民体育祭支援
事業

【目的】
身近なスポーツを通じて地
域住民が交流し、健康で活
気ある地域づくりを図る。

各地域体育祭
・加須地域　　10.11（日）
・騎西地域　　10.18（日）
・北川辺地域　10.11（日）
・大利根地域　10.18（日）
全地域とも新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

ウォーキング大会（市・各スポーツ協会）開催数及び参加人数
より多くの市民に参加し
ていただけるよう様々な
工夫を凝らしたウォーキ
ング大会の開催を検討す
るとともに、個人でも行
うことのできるウォーキ
ング事業の開催について
も検討していく。

スポーツ振興課 【概要】
・市民がウォーキングに取り組むた
めのきっかけづくりとして「ウォー
キング大会」の各地区での開催を促
進する。
・スポーツ推進委員を中心に「健康
づくりウォーキング」を開催する。

【評価の理由】
コロナウイルス感染拡大防止のため、地域スポーツ協会及び各
地区スポーツ協会主催のウォーキング大会はすべて中止となっ
たため。
各地域スポーツ協会では、それらにかわる事業として個人でも
できるウォーキング事業（「コロナに負けるな！」）を実施
し、各人がウォーキング距離や歩数の目標を達成していただい
た。

9 9

健康づくり
ウォーキング事
業

【目的】
市民の健康の保持増進や体
力の維持向上を図るととも
に、生きがいづくりや交流
による人と人との絆を深め
る。

【新型コロナウイルス感染拡
大防止対策で中止した事業】
ウォーキング大会の開催
・健康づくりウォーク（市・
教育委員会主催）
・童謡のふる里菜の花ウォー
ク（大利根地域スポ協主催）
・ふじの里ウォーク
（騎西地域スポ協主催）
・各地区スポーツ協会主催の
歩け歩け大会
【開催した事業】
・各地域スポーツ協会主催事
業「目指せ健康！コロナに負
けるな！！」を４地域で開
催。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

体力年齢若返り

・参加者が記録する内容
に食事や生活習慣に関す
る項目を増やし、生活習
慣の目標を明確にし、目
標の達成度を数値化する
ことで、より具体的な個
別支援を実施していく。

いきいき健康長
寿課

【概要】
概ね５０歳以上の参加希望者に対
し、筋トレ健康診査による運動可否
判定を行い、運動が可能な方を対象
に体力測定を実施。
個別運動プログラムに基づき、筋力
トレーニングとエアロバイクなどの
有酸素運動を取り入れたトレーニン
グを週１回開催する。
筋トレ修了生の後方支援も実施して
いく。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症予防のため事業実施なし。

10 10

筋力アップト
レーニング事業

【目的】生活習慣病予防
と介護予防の視点を充実さ
せ、医療費の削減効果を目
的とし、健康でいきいきと
暮らすことができる健康長
寿社会を目指す。

・新型コロナウイルス感染症
拡大予防のため、事業実施せ
ず。
・修了生が自主活動グループ
で活動継続できるよう後方支
援を実施し、家庭でできる運
動としてエアロビクス動画を
作成、配信した。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
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基本目標１　スポーツの推進　－　施策１　スポーツの推進【　数値目標　】　

事務事業名

所　管　課
No

No
１－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) (人)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 300人 300人 300人 300人 300人

実績 326人 296人 312人 344人 中止

障がい者スポーツ交流大会の参加者数
・パラリンピック種目の
「ボッチャ」を採用。
・学生ボランティアによ
る官学連携を図る。

障がい者福祉課 【概要】
加須市民体育館内において各障害者
団体及び介護者を中心としてミニ運
動会を開催する。
・パン食い競争ほか軽度な競技を中
心に個人種目及び団体対抗種目を実
施する。
・競技の進行等を団体役員にも協力
依頼する。
市民による障がい者スポーツ振興・
普及の取り組みを支援する。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。11 11

障害者スポーツ
交流事業

【目的】障害（児）者を
及び介護者をはじめとし
て、スポーツを通して交流
を図る。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
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基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

基本目標1　スポーツの推進
施策１　スポーツの推進 ※指標設定がない場合の達成度評価は「２概ね達成」以下の評価基準

◆取組内容 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

開催回数
/定員

1回
１００人

1回
１０0人

１回
１００人

１回
１００人

1回
１００人

実績
1回

１０２人
１回

６４人
１回

９２人
１回

５５人
中止

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

開催回数
/定員

1回
３５人

1回
３５人

1回
３５人

1回
３５人

1回
３５人

実績
1回

２６人
１回

３５人
１回

３２人
１回

３５人
中止

加須市スポーツ推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）　【　取組内容　】

No No
１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

・以前から開催していた
加須地域の小学生の参加
は多いが、他の地域では
少ないため、学校と連携
し、加須市全体の子供達
が参加するようPRする。

スポーツ振興課 【評価の理由】
宿泊及びバスでの移動が伴うことにより、新型コロナウイルス感
染症対策が困難であることから開催中止となったため。

1 1

スポーツ教室等
開催事業

【小学生スキー教
室】
冬季スポーツとして
スキーを体験し、ス
キーの楽しさと技能
を身につけるための
スキー教室を小学生
の高学年を対象に開
催します。

■小学生スキー教室
　開催日：R3.1.4～1.６
　対　象：市内小学校5～6年生
　場　所：菅平高原スキー場
　定　員：100人
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

小学生スキー教室開催回数及び参加人数

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

小学生水泳教室開催回数及び参加人数 ・引き続き、夏季スポー
ツの推進を図るため、小
学生水泳教室を開催す
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策が困難であることから、開催中止
となったため。

2 2

スポーツ教室等
開催事業

【小学生水泳教室
の開催】
夏季スポーツとして
の水泳を体験し、水
泳の楽しさと技能を
身につけるための水
泳教室を小学生の高
学年を対象に開催し
ます。

■小学生水泳教室
　開催時期：R3.7～8月
   対　　象：市内小学校４～6年生
　場　　所：加須市民運動公園内親子プール
　定　　員：35人
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

10



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

開催回数
/定員

６回
307人

６回
307人

６回
310人

６回
310人

５回
２６０人

実績
６回

214人
６回

245人
5回

246人
4回

152人
２回

１８人

指標(単位) ( 回／人 )

年度 ２８年度 ２９年度 30年度 R1年度
令和２年度
（目標年）

開催回数/予定見
込数

３回
１５０人

３回
１５０人

３回
１５０人

3回
１５０人

３回
１５０人

実績
３回

１３７人
3回

１６９人
3回

１０９人
2回

99人
１回

１２人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

児童向けスポーツ教室開催回数及び参加人数 ・児童のスポーツに親
しむきっかけづくりと
なる教室を開催すると
ともに、参加を促進す
るよう周知方法などを
検討する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
計画していた児童向けスポーツ教室のうち、Jrクライミング教室
（前期）、親子硬式テニス教室の２教室は開催したが、Jrクライ
ミング教室（後期）、小学生スキー教室及び小学生水泳教室の３
教室は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止になっ
た。

3 3

スポーツ教室等
開催事業

【児童向けの体験
教室】
児童が参加できるス
ポーツ教室を開催
し、スポーツに親し
むきっかけづくりを
推進します。

児童が参加できるスポーツ教室開催
【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
■Jrクライミング教室（後期）
　場所　　：加須市民体育館クライミング
ウォール
■小学生スキー教室
　場所　　：菅平高原スキー場
■小学生水泳教室
　場所　　：加須市民体育館プール
【開催した事業】
■Jrクライミング教室（前期）
　開催日　：R２.７.６～８.１０（前期全６回）
　場所　　：加須市民体育館クライミング
ウォール
　参加者数：１２人（定員２０人）
■親子硬式テニス教室
　※小学生硬式テニス教室から変更
　開催日　：R２.１１.８～１１.２９（全４回）
　場所　　：大利根運動公園
　参加者数：６人（定員６人）

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

親子向けスポーツ教室開催回数及び参加人数 ・親と子、高齢者など
の多世代が同じスポー
ツを体験し、スポーツ
の楽しさを実感できる
スポーツ教室を開催す
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
計画していた親子スポーツ教室のうち、小学生硬式テニス教室は
親子硬式テニス教室として開催方法を変更し、定員を少なくする
など新型コロナウイルス感染症対策を講じて開催したが、ＮＥＷ
スポーツなんでもアリーナ及びDoYouスポーツミックスの教室が
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止となった。

4 4

スポーツ教室等
開催事業

【親子スポーツ教
室の開催】
親と子、高齢者など
の多世代が同じス
ポーツを体験し、ス
ポーツの楽しさを実
感できるスポーツ教
室を開催します。

親子スポーツ教室開催
【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
■NEWスポーツなんでもアリーナ
■Do You！スポーツミックス
【開催した事業】
■親子硬式テニス教室
　※小学生硬式テニス教室から変更
　開催日　：R２.１１.８～１１.２９（全４回）
　場所　　：大利根運動公園
　参加者数：１２人（定員１２人）

11



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

開催回数
/予定数

３回
１２０人

４回
１４７人

５回
１６３人

５回
１８０人

4回
150人

実績
３回

９２人
４回

１３４人
５回

１２２人
４回

１１９人
１回
20人

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

開催回数
/定員

１回
１２０人

１回
１２０人

1回
120人

１回
120人

2回
80人

実績
１回

９９人
１回

９２人
1回

107人
０回
０人

2回
59人

５
・
未
着
手

【実績】
障がい者スポーツ教室は開催未実施

・障害の有無にかかわ
らず参加可能な、ス
ポーツ教室を開催す
る。
・継続してできるよう
なきっかけづくりとな
るスポーツ教室を開催
する。

スポーツ振興課
障がい者福祉課

【評価の理由】
障がい者スポーツ教室は開催未実施であったが、ワークスみぎわ
では軽スポーツ体験会をスポーツ推進委員の指導により行ってお
り、交流を深めながら、スポーツ普及推進に寄与している。

5 5

スポーツ教室等
開催事業

【障がい者スポー
ツ教室】
障がい者の方の参加
可能な（受け入れる
ことができるよう
な）、スポーツ教室
を開催します。

・障がい者スポーツ教室は開催未実施

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
ワークスみぎわ（障がい者施設）のスポーツ体験会において、ス
ポーツ推進委員が軽スポーツ体験会にて指導
開催日　第1回　R２.5. １３（中止） 第2回　R２.７.８（中止）
　　　　 第3回　R２.9.９　　　 　　 第4回　R２.１1.１１
　　　　 第5回　R３.1.２０（中止）  第6回　Ｒ3．3.10（中止）

・障害の有無にかかわ
らず、交流を深めなが
ら、スポーツの普及推
進に努めていく。

スポーツ振興課
障がい者福祉課

【評価の理由】
計画していた全６回のうち、新型コロナウイルス感染症対策を講
じたうえで２回開催することができたが、４回が開催中止となっ
たため。

6 6

スポーツ教室等
開催事業

【軽スポーツの推
進】
障害者の方が、気軽
に継続的にスポーツ
ができるような軽ス
ポーツの体験会など
を行い、普及推進に
努めます。

・ワークスみぎわによるスポーツ体験において
スポーツ推進委員が障害のある方への指導を実
施
【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
第1回　R２.5. １３
第2回　R２.７.８
第5回　R３.1.２０
第6回　Ｒ3．3.10
【開催した事業】
第3回　R２.9.９
第4回　R２.１1.１１

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

ニュースポーツ教室開催回数及び参加人数 ・今後も市民のニュー
スポーツへの関心を高
めるとともに、継続し
てできるようなきっか
けづくりとなるニュー
スポーツ教室を開催す
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
計画していた教室のうち新型コロナウイルス感染症対策を講じた
うえでフロアカーリング教室（全３回）は開催できたが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため、DoYouスポーツミックス、
NEWスポーツなんでもアリーナ、スポーツ吹矢教室は開催中止に
なったため。

7 7

スポーツ教室等
開催事業

【ニュースポーツ
教室】
フロアカーリング、
スポーツ吹き矢、ス
ポーツチャンバラな
ど、だれでも気軽に
行うことができる各
種ニュースポーツ教
室を開催し、普及を
図ります。

【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
■Do You！スポーツミックス
　場所：大利根文化体育館
■NEWスポーツなんでもアリーナ
　場所：騎西総合体育館
■スポーツ吹矢教室
　場所：大利根文化体育館
【開催した事業】
■フロアカーリング教室
　開催日　：R2.11.16・30・R2.12.7（全3
回）
　場所　　：北川辺体育館
　参加者数：20名（定員20人）

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

ウォータースポーツ学習開催回数及び参加人数 ・渡良瀬遊水地の自然
環境を活かし、湖で親
しむスポーツを体験で
きるようウォータース
ポーツの体験教室を継
続して開催する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症防止対策を講じたうえで、定員を少
なくして開催したが、定員に達しなかったため。

8 8

スポーツ教室等
開催事業

【地域の特性を活
かした教室】
渡良瀬遊水地の恵ま
れた水環境を活かし
た、ヨットやカヌー
などウォータース
ポーツの普及に努め
ます。

■ウォ―タースポーツ（カヌー・ヨット）体験
学習（教室）
　開催日　：R2.7/5.１２
　場所　　：渡良瀬遊水地谷中湖北ブロック
　定員　　：８０人
　参加者数：５９人

12



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回／人 )

年度 ２８年度 ２９年度 30年度 R1年度
令和２年度
（目標年）

開催回数
/定員

２回
３５人

２回
３５人

１回
３0人

１回
３０人

１回
２０人

実績
２回

３６人
２回

２５人
1回

３０人
１回

３０人
１回

１９人

指標(単位) ( 団体／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

団体数
/定員

２回
１２０人

２回
１２０人

２回
１２０人

２回
１２０人

１回
７０人

実績
２回

１１３人
２回

９３人
１回

７０人
１回

５５人
中止

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

団体数
/定員

１回
６０人

１回
６０人

１回
６０人

実績
２回

７０人
１回

８３人
1回

4５人

２
・
概
ね
達
成

魅力あるスポーツ教室開催回数及び参加人数 ・人気が高いヨガ・ピ
ラティス教室は講師が
見つかりにくい。ヨ
ガ・ピラティスやスト
レッチ教室にこだわら
ず、市民ニーズが高い
魅力ある教室を検討す
る。スポーツ振興課 【評価の理由】

新型コロナウイルス感染症対策により定員を少なくして開催し
た。

9 9

スポーツ教室等
開催事業

【魅力あるスポー
ツ教室】
市民ニーズが高く、
継続的に体力健康づ
くりができるベー
シック・ヨガやピラ
ティス、怪我の予防
や運動後の疲労回復
の促進に効果がある
ストレッチ教室を開
催します。

■ピラティス教室
　開催日　：R２.１２.１～R３.1.１９（全６
回）
　場所　　：騎西総合体育館
　参加者数：１９人（定員２０人）
※ストレッチ教室は実施せず

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

スポーツ団体によるスポーツ教室開催回数及び参加人数 ・各団体によるスポー
ツ教室が継続して開催
できるよう支援を行っ
ていく。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策が困難であることから、開催中止
となったため。

10 10

スポーツ教室等
開催事業

【スポーツ団体に
よるスポーツ教室
の開催】
各スポーツ団体が教
室や大会などを自主
開催し、参加者がス
ポーツを継続して行
うことにより競技人
口が増えるよう推進
します。

■児童バレーボール教室
　開催日：R2.8.31
　場　所：騎西総合体育館
　定　員：７０人
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

学校施設を利用したスポーツ教室開催回数及び参加人数 ・地区スポーツ協会な
どでは学校開放施設を
利用した事業を多く開
催していることから、
地区スポーツ協会によ
る教室などを支援す
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
礼羽小学校PTA主催によるスポーツDayを毎年開催していたが令
和元年度から参加者減少のため中止になった。

11 11

スポーツ教室等
開催事業

【学校開放施設を
利用したスポーツ
教室の開催】
地域の皆さんが参加
しやすいように、各
学校を利用したス
ポーツ教室を開催
し、参加者の増加に
努めます。

■開催なし

13



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

団体数
/定員

２回
１２０人

２回
１２０人

２回
１２０人

２回
１２０人

１回
７０人

実績
２回

１１３人
２回

９３人
１回

７０人
１回

５５人
中止

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

受講予定数 ５人 ２０人 ２０人 ２０人 ２０人

実績 １人 １人 0人 １人 2人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

スポーツ少年団によるスポーツ教室開催回数及び参加人数 ・各団体による、ス
ポーツ教室が継続して
開催できるよう支援を
行っていく。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策が困難であることから、開催中止
となったため。

12 12

スポーツ普及推
進事業

【スポーツ少年団
活動への参加支
援】
スポーツ少年団活動
に参加していない子
供たちが、スポーツ
に興味を持つきっか
けとなるための体験
会への支援を行いま
す。

■児童バレーボール教室
　開催日：R2.8.31
　場　所：騎西総合体育館
　定　員：７０人
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

指導者育成研修受講者数 ・スポーツ向上のた
め、引き続き指導者の
育成を支援できるよう
周知及び依頼を行う。

スポーツ振興課 【評価の理由】
補助を利用し指導者養成講座に2人参加したが、目標値を下回った
ため。

13 13

スポーツ普及推
進事業

【競技スポーツの
振興】
スポーツ競技団体と
連携し、選手強化事
業等の充実を図りま
す。

・選手強化につながる指導者への支援として、
スポーツ協会で指導者養成講座への参加費を一
部補助する事業を実施。

５
・
未
着
手

【実績】
高齢者のみの事業は現時点で実施していない。

・スポーツ教室等の事
業の中で高齢者でも取
り組めるプログラムを
検討していく。

スポーツ振興課 【評価の理由】
体力に応じた運動プログラムの作成等については実施に至ってい
ない。
しかしながら、高齢者ふれあいサロンでは転倒防止体操などのト
レーニングが行われている。

14 14

スポーツ普及推
進事業

【高齢者の体力づ
くり】
高齢者の方の体力測
定を行い、体力に応
じた運動プログラム
を作成し、日常で手
軽に取り組める運動
の普及を推進しま
す。

・高齢者のみを対象とした事業は未実施

14



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 団体 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

予定数 3 3 3 3 3

実績 3 3 3 3 3

指標(単位) ( 回 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

予定数 9 9 9 9 9

実績 9 9 9 8 4

１
・
目
標
を
達
成

補助団体数 ・引き続き、各団体に
事業費の一部として補
助し、活動の支援を行
う。

スポーツ振興課 【評価の理由】
スポーツ協会、レクリエーション協会、スポーツ少年団に交付
し、加盟団体を含め事業費の一部を支援した。各団体は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため事業の中止や規模縮小により計
画通りに事業を進めることができなかったが、感染症対策を講じ
たうえで可能な限り事業を進めることによって市民の健康増進に
寄与した。

15 15

スポーツ普及推
進事業

【スポーツ協会・
レクリエーション
協会・スポーツ少
年団の活動支援】
スポーツ振興を図る
ため、スポーツ団体
が行う事業に対する
事業費の一部を補助
し、その活動の支援
を行います。

・スポーツ協会、レクリエーション協会、ス
ポーツ少年団の３団体に補助金を交付し、ス
ポーツ団担当の事業を支援した。
【加盟団体数】
・加須市スポーツ協会　24団体（4地域スポー
ツ協会・18競技団体・2学校団体）
・レクリエーション協会　11団体
・スポーツ少年団　　　　30単位団

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

地域スポーツ協会事業数 ・各地域のスポーツ協
会による地域住民のス
ポーツイベント等の活
動費として引き続き助
成金を交付する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
各地域スポーツ協会へ地域住民のスポーツイベント等に対し活動
費を一部助成することによって、各種活動を支援し地域の活性化
や世代間交流、スポーツ普及振興を図ることとしていたが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため全事業が中止となった。しか
し、４地域がコロナ禍でも実施可能なウォーキング事業を新たに
創設し、529人（加須地域287人、騎西地域106人、北川辺地域
54人、大利根地域82人）が参加した。

16 16

スポーツ普及推
進事業

【地域スポーツ活
動への支援】
地域のスポーツ協会
が行う、市民を対象
とした地域イベント
への支援を行いま
す。

・各地域スポーツ協会への活動費の一部助成に
よる活動支援を計画していたが、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため全ての事業が中止。
・コロナ禍でも実施可能なウォーキング事業を
新設
【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
（加須地域）
・フロアカーリング大会（２回）
・グラウンド・ゴルフ大会
（騎西地域）
・ふじの里グラウンド・ゴルフ大会
・ふじの里ウォーク
（北川辺地域）
・北川辺球技大会
（大利根地域）
・安心安全事業
・フロアカーリング大会
・童謡のふる里菜の花の花ウォーク
【実施した事業】
（４地域）
・コロナに負けるな！目指せ健康！！事業
　参加者数：529人

15



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

開催予定回数 1回 1回 1回 1回 1回

実績 １回 １回 １回 0回 0回

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

開催回数
/予定数

３回
１５０人

３回
１５０人

３回
１５０人

３回
１５０人

３回
１５０人

実績
３回

１３７人
３回

１６９人
３回

１０９
２回
99人

中止

２
・
概
ね
達
成

スポーツ表彰式開催回数 ・引き続き、各種ス
ポーツで活躍した選手
やスポーツなどへの功
績があった方の功績を
称える。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため式典は開催できなかっ
たが、スポーツなどの振興に功績のあった方のほか県大会や全国
大会において優秀な成績を収めた選手たちに賞状、記念品を授与
し加須市のスポーツを振興した。

17 17

スポーツ普及推
進事業

【スポーツ表彰式
の充実】
各種スポーツの県大
会や全国大会におい
て、優秀な成績を挙
げた選手に対するス
ポーツ表彰式の充実
を図ります。

■スポーツ表彰授与式は新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため中止としたが、受賞者へ郵
送によって賞状やメダルを授与した。
・スポーツ少年団表彰数　　　　2人
　　　　　　　　　　　　　　   ２チーム
・レクリエーション協会表彰数　１１人
・スポーツ協会表彰数　　　　　４８人
　　　　　　　　　　　　　　　１チーム

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
加須こいのぼりマラソン大会やふじの里駅伝大会が中止されたた
め医師の活用は無かった。

・スポーツドクターの
活用促進を図る。
・スポーツドクターを
備えることでスポーツ
イベント参加者が安心
して参加できるととも
に、緊急時に円滑な対
応を可能にする。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症の影響によって、スポーツイベント等
が中止となったためスポーツドクターに救護協力を求める機会が
なかった。

18 18

スポーツ普及推
進事業

【スポーツドク
ターの活用促進】
スポーツを行う人の
健康管理や障害、外
傷の診断、治療、予
防などを行うスポー
ツドクターの活用促
進を図ります。

新型コロナウイルス感染症の影響により、活用
機会が無かった。

２
・
概
ね
達
成

【実績】
・スポーツ協会・スポーツ少年団・レクリエーション協会への
　スポーツ安全保険の周知
・各体育館での保険加入用紙を配付
・スポーツ協会のほか加盟団体も含め賠償責任保険に対応

・引き続き、各スポー
ツ団体や自主団体が安
心して活動でできるよ
う、スポーツ保険の案
内を周知し加入促進を
図る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
保険未加入によるトラブルは起こっていない。

19 19

スポーツ普及推
進事業

【スポーツ保険の
加入促進】
日常的にスポーツを
行う人のケガや障害
などを保障するス
ポーツ保険への加入
や団体などが主催す
るイベントなどにお
ける事故での第三者
への補償にかかる賠
償責任への加入促進
を図ります。

・スポーツ安全保険を各体育館などでの配布
・各団体の加入を促進
・スポーツ協会のほか加盟団体も含め賠償責任
保険に対応

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

ニュースポーツ教室開催回数及び参加人数 ・引き続き、スポーツ
推進委員との協働によ
り、市民の誰もが親し
めるような、各種
ニュースポーツの体験
会や大会を開催し、ス
ポーツの普及を図る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
スポーツ推進委員との協働により各種スポーツ教室2事業を計画し
ていたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となっ
た。

20 20

スポーツ普及推
進事業

【スポーツ推進委
員によるスポーツ
教室の充実】
市民の誰もが親しめ
るような各種ニュー
スポーツについて、
普及を図るため、体
験教室を開催しま
す。

【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
■NEWスポーツなんでもアリーナ
　場所　　：騎西総合体育館
■Do You！スポーツミックス
　開催日　：R2.6～１１（全６回）
　場所　　：大利根文化体育館
　参加者数：２０人（定員３０人）

16



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
・新型コロナウイルス感染症の影響により市の事業やイベントへ
の参画機会が無かった。

・加須こいのぼりマラ
ソンにおいてスポーツ
推進委員に積極的に係
わってもらう。

スポーツ振興課 【評価の理由】
健康づくりウォーキング等の事業に企画立案から当日の運営まで
スポーツ推進委員が携わり実施例年実施するが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響によりイベント等が中止となった。

21 21

スポーツ普及推
進事業

【市の事業・イベ
ントへの参画】
市が主催するスポー
ツ事業やイベントに
企画の段階から参画
し、専門的な意見を
踏まえ事業の充実を
図ります。

・新型コロナウイルス感染症の影響により加須
こいのぼりマラソン、ふじの里駅伝大会といっ
たイベントが中止になったため、市が主催する
スポーツイベントへの参画機会が無かった。
・健康づくりウォ―クの企画立案を行ったが、
新型コロナウイルスの感染症の影響により中止
となった。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
　加須市スポーツ推進協議会実技研修等（中止）
　国県等研修（中止）
※加須市スポーツ推進委員協議会本部活動回数（３０回）

・スポーツ推進委員の
資質向上を図るため、
各研修会への参加支
援、自主活動への支援
を行っていく。スポーツ振興課 【評価の理由】

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実技研修や国県等の研
修会は中止となったが、本部会議などの活動は行った。

22 22

スポーツ普及推
進事業

【スポーツ推進委
員活動への支援】
市民のスポーツ活動
を支える指導者とし
て、さらなる資質向
上を図るため研修会
への参加支援や自主
活動への支援を行い
ます。

【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
・加須市スポーツ推進協議会実技研修等
・国県等研修
【実施した事業】
・加須市スポーツ推進委員協議会本部活動（３
０回）

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
スポーツ推進員協議会各支部の会議は開催した。

支部活動回数
・加須支部１１回
・騎西支部１２回
・北川辺支部１１回
・大利根支部１２回

・各地域・地区のイベ
ントに協力し、指導や
助言を行っていき、ス
ポーツ活動の普及に努
める。

スポーツ振興課 【評価の理由】
自主事業やスポーツ協会主催事業がコロナにより開催されなかっ
たため、スポーツ活動の指導、助言などは行われなかった。

23 23

スポーツ普及推
進事業

【地域活動の充
実】
地域におけるスポー
ツ活動の指導、助言
を行う、スポーツ推
進委員活動の充実を
図ります。

スポーツ推進員協議会各支部の事業のほか、各
地区、地域スポーツ協会や学校行事等で指導な
どを行った。
【支部活動回数】
・加須支部１１回
・騎西支部１２回
・北川辺支部１１回
・大利根支部１２回

17



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

受講予定数 ５人 ２０人 ２０人 ２０人 ２０人

実績 １人 １人 0人 １人 2人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
ボランティア募集無し

・マラソン大会だけで
なく、他のスポーツイ
ベントでもボランティ
アの募集を検討する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症の影響によって加須こいのぼりマラソ
ンが中止になったため、ボランティアの募集は行わなかった。

24 24

スポーツ普及推
進事業

【スポーツボラン
ティア制度の構
築】
スポーツ大会やス
ポーツクラブの運
営、障がい者スポー
ツの普及・振興な
ど、活動に自発的・
継続的にかかわれる
スポーツボランティ
ア制度を構築しま
す。

新型コロナウイルス感染症の影響により加須こ
いのぼりマラソンが中止になったため、ボラン
ティアの募集は行わなかった。

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

指導者育成研修受講者数
・スポーツ向上のた
め、引き続き指導者の
育成を支援できるよう
周知及び依頼を行う。

スポーツ振興課 【評価の理由】
補助を利用し指導者養成講座に2人参加したが、目標値を下回っ
た。

25 25

スポーツ普及推
進事業

【スポーツ指導者
の養成】
スポーツ団体などに
所属する指導者はも
とより、潜在化して
いる地域にかくれた
多くの人材を発掘
し、スポーツの普及
に必要な指導者の養
成に努めます。

・選手強化に繋がる指導者への支援として、ス
ポーツ協会では指導者養成講座への参加費を一
部補助する事業を実施。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
全国高等学校女子硬式野球選抜大会で、平成国際大学女子硬式野
球部が大会運営に協力した。

・事業開催の際は地元
大学生等との協力によ
り、市事業やスポーツ
イベントを開催し、学
生の知識や人材を事業
に生かす。

スポーツ振興課 【評価の理由】
地元大学生の協力を得て女子硬式野球大会を開催したが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響によって加須こいのぼりマラソン大会
の中止により高校、大学との連携が減少した。

26 26

スポーツ普及推
進事業

【高校・大学との
スポーツ連携】
スポーツに関する知
識や人材、施設など
多くの資源を有して
いる高校・大学との
連携により、スポー
ツ交流による生涯ス
ポーツの推進を図り
ます。

【新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した事業】
・加須こいのぼりマラソン大会における平成国
際大学の学生の大会運営協力及び花咲徳栄高校
野球部員の参加
【実施した事業】
・全国高等学校女子硬式野球選抜大会における
平成国際大学女子硬式野球部の大会運営

18



基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施 実施 実施 実施

２
・
概
ね
達
成

【実績】
・加須市陸上連盟が不動岡高校グラウンドで陸上競技教室を実施
・ボウリング協会が民間施設を使用して大会や記録会を実施
・全国女子硬式選抜大会の会場の１つとして平成国際国際大学野球場を利用

・引き続き、スポーツ
団体による民間施設な
どを利用したスポーツ
の普及を促進する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
スポーツ団体により民間施設などを利用した活動が行われ、市の
施設では活動できないスポーツの振興が図られた。

27 27

スポーツ普及推
進事業

【民間施設等を利
用したスポーツの
普及】
市の施設では活動す
ることができないス
ポーツ競技について
は、民間施設との連
携により普及を図り
ます。

・加須市陸上連盟が不動岡高校グラウンドで陸
上教室を実施
・加須市ボウリング協会が民間施設を利用し、
大会や記録会を実施
・全国女子硬式選抜大会の会場の１つとして平
成国際国際大学野球場を利用した。

２
・
概
ね
達
成

市民への情報提供 ・ホームページ等で市
民に情報提供し、公共
施設の相互利用による
体育施設の有効利用を
図っていく。

政策調整課
スポーツ振興課

【評価の理由】
　近隣自治体との公共施設相互利用について、ホームページ等で
情報提供し、体育施設の有効利用が図られた。

28 28

スポーツ普及推
進事業

【近隣自治体の体
育施設の相互利用
促進】
本市に設置していな
い温水プールなどの
体育施設の相互利用
について、ホーム
ページや広報紙によ
り市民への情報提供
を行い、有効利用を
図ります。

・公共施設相互利用について、ホームページ等
で情報提供

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
例年、加須市陸上連盟が加須はなさき公園で記録会や練習等を実
施しているが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止と
なった。

・引き続き、スポーツ
団体による大会や練習
などでの活用を促進す
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルスの影響により、スポーツ団体による大会や練
習の自粛等のため加須はなさき公園、スポーツ総合センター、加
須元気プラザにおいてスポーツ団体による大会や練習の活用はな
されなかった。

29 29

スポーツ普及推
進事業

【加須はなさき公
園/スポーツ総合
センター/加須元
気プラザの有効活
用】
スポーツ団体による
大会や練習など県施
設の活用を図りま
す。また、スポーツ
総合センターが主催
する、指導者研修会
を利用した指導者養
成を行います。

・例年、加須市陸上連盟が加須はなさき公園で
記録会や練習等を実施（ジュニア陸上教室クロ
スカントリー大会）しているが、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため中止となった。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
加須はなさき公園多目的グラウンド使用料補助金の交付申請を行
うスポーツ団体は無かった。

・引き続き、加須はな
さき公園多目的グラウ
ンド使用料補助金を交
付し促進する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症の影響により、ソフトボール連盟主催
大会が中止となり加須はなさき公園多目的グラウンドの利用がな
かった。

30 30

スポーツ普及推
進事業

【加須はなさき多
目的遊水地の有効
利用】
市内のスポーツ団体
が行う各種スポーツ
大会などの開催が可
能な花崎遊水地多目
的広場を、市内のス
ポーツ団体に有効に
利用していただくよ
う努めます。

加須はなさき公園多目的グラウンド使用料補助
金（施設使用料✕１/２）の交付申請を行うス
ポーツ団体は無かった。
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基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施 実施 実施 中止

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
7回

1,600人
6回

1,300人
6回

1,400人
6回

1,500人
6回

1,600人

実績
7回

1,597人
4回

916人
6回

1,330人
6回

1,292人
５回

919人

指標(単位) ( 回 )

年度 ２８年度 ２９年度 30年度 R1年度
令和２年度
（目標年）

開催予定数 1回 1回 1回 1回 １回

実績 １回 １回 １回 1回 中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

障がい者への情報提供 ・特別支援学校を卒業し
た障がい者の方にも、市
を通じて申込みしていた
だくよう通知する。
・障害者交流センター
（一般社団法人埼玉県障
害者スポーツ協会）が開
催する「彩の国ふれあい
ピック（春・秋）」への
参加者を募集し、取りま
とめのうえ申込みするこ
とにより、障がい者の参
加を勧奨。

障がい者福祉課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため春・秋ともに中止。

31 31

スポーツ普及推
進事業

【障害者交流セン
ターの有効活用】
埼玉県障害者交流セ
ンターが行う競技
者・支援者等の育成
事業やイベントを活
用し、市における障
がい者スポーツの振
興を図ります。

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため春・
秋ともに中止。「彩の国ふれあいピック
（春）」の参加者募集・申し込みの取りまとめ
を実施。
・開催の中止文書の送付や問い合わせに対応。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

老人クラブにおけるグラウンド・ゴルフ大会開催回数及び参加者数 加須、騎西、大利根地域の老人
クラブ連合会において、グラウ
ンド・ゴルフ大会を開催
・ 第9回　加須市老人クラブ連
合会グラウンド・ゴルフ大会
・第26回　シニアGG大会（加
須地域）
・第21回　グラウンド・ゴルフ
大会（騎西地域）
・グラウンド・ゴルフ大会（大
利根地域）
・グラウンド・ゴルフ大会（大
利根地域）
・第30回　会長杯グラウンド・
ゴルフ大会（大利根地域）

高齢介護課 【評価の理由】
コロナ禍にあっても、プログラムを午前・午後に分けるなど三密回避のた
め工夫し、感染症対策を徹底しながらグラウンド・ゴルフ大会を開催する
ことができた。その結果、グラウンド・ゴルフの普及と推進を通して高齢
者の健康増進に寄与することができた。しかし、一部の大会が中止や縮小
開催となったことから、目標達成率は57％であったため。

32 32

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

【グラウンド・ゴ
ルフの推進】
高齢者の健康増進を
図るため老人クラブ
において普及と推進
に努めます。

加須、騎西、大利根地域の老人クラブ連合会に
おいて、グラウンド・ゴルフ大会を開催
■第８回　加須市老人クラブ連合会グラウン
ド・ゴルフ大会
　（R2.10.29　197人参加）
■第25回　シニアGG大会（加須地域）
　（R2.11.17　178人参加）
■第20回　グラウンド・ゴルフ大会（騎西地
域）
　（R2.10.20　199人参加）
■グラウンド・ゴルフ大会（大利根地域）
　（R2.10.22　176人参加）
■第29回　会長杯グラウンド・ゴルフ大会（大
利根地域）
　（R2.12.3　169人参加）

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

さわやかグラウンド・ゴルフ開催回数数 ・引き続き、県内外か
ら参加者が来る大会を
支援する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。

33 33

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

【グラウンド・ゴ
ルフ大会の開催】
グラウンド・ゴルフ
協会等と連携し、市
民等の愛好者が交流
を図るグラウンド・
ゴルフ大会を支援し
ます。

■加須さわやかグラウンド・ゴルフ大会
　開催日　：令和２年5月1７日（日）
　場所　　：加須市民運動公園（陸上競技場・
加須
　　　　　　きずなスタジアム・多目的広場）
・新型コロナウイルス感染拡大防止ため中止
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基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) (人)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 6,800人 6,900人 7,000人 7,000人 7,100人

実績 4,800人 3,500人 6,850人 2,950人 中止

指標(単位) (回/人)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
12回

1,400人
12回

1,400人
13回

1,450人
13回

1,450人
14回

1,500人

実績
12回

1,458人
13回

1,554人
12回

1,537人
１０回

1,442人
４回

529人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

市民体育祭（地域）の参加者数 ・地域住民の交流を図
るため、スポーツを通
じた地域住民の交流の
場として市民体育祭を
支援する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止により全地域が中止となった
ため

34 34

市民体育祭支援
事業

【市民体育祭の支
援】
地域スポーツ協会等
との協働により、市
内４地域で開催され
る市民体育祭によ
り、より多くの市民
が参加できるような
内容の検討や、事業
費の支援を行いま
す。

各地域体育祭
・加須地域　　R2.10.11（日）
・騎西地域　　R2.10.18（日）
・北川辺地域　R2.10.11（日）
・大利根地域　R2.10.18（日）

・全地域とも新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

ウォーキング大会（市・各スポーツ協会）開催数及び参加人数 ・より多くの人に参加
してもらえるウォーキ
ング大会となるよう検
討するとともに、個人
でも参加できるウォー
キング事業の開催を検
討する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため市及び各地域スポーツ協
会、各地区スポーツ協会で予定していた事業が全て中止となっ
た。
それらに変わる事業として、各地域スポーツ協会主催の個人でも
参加できるウォーキング事業「目指せ健康！コロナに負ける
な！！」を開催し、多くの方が参加をしたが目標値には達しな
かった。

35 35

健康づくり
ウォーキング事
業

【健康づくり
ウォーキング大
会】
各地区における
ウォーキング大会の
開催を推進するとと
もに、スポーツ推進
委員を中心に「健康
づくりウォーキン
グ」を開催します。

市及び各地域スポーツ協会及び各地区スポーツ
協会のウォーキング大会はすべて中止となっ
た。
それらに変わる事業として、各地域スポーツ協
会主催の個人でも参加できるウォーキング事業
を実施した。
【新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
となった事業】
■健康づくりウォーク
■童謡のふる里菜の花ウォーク
■ふじの里ウォーク
■各地区スポーツ協会主催のウォーキング大会
【実施した事業】
・各地域スポーツ協会主催の事業
「目指せ健康！コロナに負けるな！！」
12月～2月の間に500,000万歩又は360km
以上歩いた方でチェックシートの提出があった
方に賞品を贈呈。
　参加人数
　加須地域　　287人
　騎西地域　　106人
　北川辺地域　  54人
　大利根地域　  82人
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基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
２回

2,000人
２回

2,000人
２回

2,000人
２回

2,000人
２回

2,000人

実績
２回

3,312人
１回

900人
２回

2,600人
２回

2,520人
開催方法を変
更して実施

指標(単位) ( 回 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 ５００回 ５００回 ５００回 ５００回 ５００回

実績 1,044回 ９９６回 ９９６回 ７１２回 ４６１回

１
・
目
標
を
達
成

なわとび大会開催回数及び参加人数 ・新型コロナウイルス
感染症の状況を見極め
つつ、加須市なわとび
大会の開催となわとび
チャレンジ月間の実施
に向けた準備を進め
る。
・児童・生徒の体力向
上につなげられるよ
う、なわとびへの取組
を年間計画の中に位置
づけ、計画的に取り組
めるよう働きかけてい
きたい。

学校教育課 【評価の理由】開催方法を変更し、各校、各団体がなわとびチャ
レンジ月間を設定し、実態や行事等に合わせ実施することができ
た。評価の理由としては、チャレンジ月間中、各校で継続して練
習に取り組むことができ、体力向上につなげることができた。

36 36

学習指導改善研
究事業

【加須市なわとび
大会の開催】
加須市なわとび大会
を開催し、市内の児
童生徒が縄跳びに親
しむとともに、小・
中学校児童生徒の体
力向上を図ります。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、開催方法を加須市なわとびチャレ
ンジ月間として実施。
（取組内容）
・短なわにチャレンジ（時間とび）
・市内各小・中学校の児童生徒、市内スポーツ
少年団のメンバーが参加
・各校、各チームで１ヵ月を設定し、期間内で
達成した者に認定書を交付。
※認定証交付　小・中学校　23校　646人
　　　　　　　スポーツ少年団　１団体　5人

２
・
概
ね
達
成

学校応援団の部活動への協力回数 ・外部指導者の存在
は、各校における部活
動の指導体制には有用
性があるので、引き続
き、地域人材の活用を
各校に呼びかけていき
たい。
・感染症対策を十分に
行ったうえで、学校が
示している部活動ガイ
ドラインの趣旨やねら
いに沿って、学校教育
課としてのサポートを
行っていく。

学校教育課 【評価の理由】
各学校における外部指導者の必要性等に違いがあるため、協力回
数は様々であった。コロナ禍において、部活動ができない期間も
あったが、どの学校においても、学校応援団の方から部活動への
協力をいただくことができており、生徒の技能向上や活動の活性
化を図ることができた。

37 37

学校いきいきス
テーション事業

【中学校での部活
動における外部指
導者の活用】
中学校の部活動に地
域人材を「部活動応
援団」として活用す
ることにより、部活
動を支援し、生徒の
技能向上や活動の活
性化を図ります。

■学校応援団の部活動への協力回数
・昭和中…３０回
・加須西中…１８３回
・加須東中…３回
・加須北中…３０回
・加須平成中…３０回
・騎西中…３０回
・北川辺中…１５回
・大利根中…１４０回

　合計４６１回
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基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

予定数 ９００人 ９００人 ９００人 ９００人 ９００人

実績 ６６９人 ５６７人 ５４７人 ５２１人 ２５８人

指標(単位) 　　(歳)

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 ９．２歳 ９．２歳 ９．２歳 ９．５歳 １０歳

実績 ６．６歳 ７．１歳 ９．３歳 ７．５歳 -

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
８回

210人
8回

240人
6回

225人
6回

225人
6回

225人

実績
８回

161人
8回

184人
6回

184人
5回

150人
3回

38人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

全日本学生選手権チームロードレース大会/全日本学
生選手権個人タイムトライアル自転車競技大会/埼玉
県自転車タイム・トライアル・ロードレース大会参

加者数

・ＬＩＮＥやインスタ
グラムなどを活用し周
知を図る。
・継続的に３大会が開
催されるよう、また参
加人数が増えるよう関
係団体に要望する。

スポーツ振興課
環境政策課

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策のため、チームタイムトライアル
が中止され開催された大会は大会規模の縮小により参加者数が減
少して目標値を下回った。
コロナ禍においても感染症対策を行ったうえで２大会が開催され
ており、加須市のイメージアップ、大会のPR及び競技の普及が図
れた。

38 38

自転車利用促進
事業

【全日本学生選手
権チームロード
レース大会/全日
本学生選手権個人
タイムトライアル
自転車競技大会/
埼玉県自転車タイ
ム・トライアル・
ロードレース大
会】
利根川河川敷道路を活
用し、日本学生自転車
競技連盟や埼玉県自転
車競技連盟によるロー
ドレース大会開催を支
援し、加須市のイメー
ジアップを図ります。

■第14回加須タイム・トライアル・ロード・
レース大会
　開催日　：Ｒ2.10.18
　場所　　：利根川河川敷（工事用道路）
　参加者数：13部門　163名
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
チームタイムトライアル部門は中止

■2020年度全日本学生ロードレース・カッ
プ・シリーズ第3戦全日本学生個人ロードレー
スタイムトライアル自転車競技大会
　開催日　：Ｒ2.11.15
　場所　　：利根川河川敷（工事用道路）
　参加者数：5部門　95人
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
チームタイムトライアル自転車競技大会は中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

体力年齢若返り ・参加者が記録する内
容に食事や生活習慣に
関する項目を増やし、
生活習慣の目標を明確
にし、目標の達成度を
数値化することで、よ
り具体的な個別支援を
実施していく。いきいき健康長

寿課
【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症予防のため事業実施なし。

39 39

筋力アップト
レーニング事業

【筋力アップト
レーニングの推
進】
筋力アップトレーニ
ングや有酸素運動を
行い、転倒予防や生
活習慣病の予防を推
進します。また、自
主グループ活動への
支援を行います。

・新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、
事業実施せず。
・修了生が自主活動グループで活動継続できる
よう後方支援を実施し、家庭でできる運動とし
てエアロビクス動画を作成、配信した。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

運動体験講座開催回数及び参加人数 ・今後も引き続き健診
等の保健事業の機会を
積極的に活用したり、
講座等を行うことで、
健康に関する正しい知
識の普及啓発や生活習
慣を見直すきっかけづ
くりを行っていく。

いきいき健康長
寿課

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染防止のため講座中止になったこともあ
り、参加人数が目標の８割に達しなかった。

40 40

生活習慣病予防
事業

【生活習慣病予防
講座】
自分に合った運動を
見つける機会や、運
動を中心に生活習慣
を見直す機会を提供
し、健康の保持・増
進及び生活習慣病予
防を図ります。

・生活習慣病予防講座の開催：運動講座
・健康手帳の交付（新40歳への郵送等）
・かぞ健康マイレージの実施
・新規透析者の人数及び透析原因疾患の集計
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基本目標1　スポーツの推進　―　施策１　スポーツの推進【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

１－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人

実績
1回

３２６人
1回

２９６人
1回

312人
1回

344人
中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

障がい者スポーツ交流大会開催回数及び参加人数 ・パラリンピック種目
の「ボッチャ」を採
用。
・学生ボランティアに
よる官学連携を図る。

障がい者福祉課 【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症の感染防止のため中止。

41 41

障害者スポーツ
交流事業

【障がい者スポー
ツ交流事業】
障がい者（児）や介
護者等が、障害の種
類に関わりなく、ス
ポーツを通して交流
を深めるとともに、
健康の増進や体力の
維持向上を図りま
す。

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため障
がい者交流スポーツ大会は中止。
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基本目標１　スポーツの推進　－　施策２　総合型地域スポーツクラブの推進【　数値目標　】

基本目標1　スポーツの推進
施策2　総合型地域スポーツクラブの推進

【　数値目標　】 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) （クラブ/人）

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
３クラブ
５５０人

３クラブ
600人

3クラブ
650人

4クラブ
700人

4クラブ
750人

実績
2クラブ
533人

2クラブ
589人

２クラブ
637人

1クラブ
530人

1クラブ
450人

12 1

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成事業

【目的】
多世代にわたる多くの市民
が地域で多様なスポーツを
自由な時間に楽しめる生涯
スポーツの振興を図る。

・クラブ設立と自主的運営の
支援
・平成国際大学が新たなクラ
ブの設立に向け、検討を進め
ているが、コロナ禍により進
捗が遅れている。

＜活動しているクラブ＞
・FC KAZO　450人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

総合型スポーツクラブの設置数・会員数

No
No
１－2

事業の目的
事業の概要

R2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

平成国際大学を利用したス
ポーツクラブ設立に向け、平
成国際大学教授や関係団体な
どと検討を重ね、早急に総合
型地域スポーツクラブの設立
準備委員会の設置を促進す
る。

スポーツ振興課 【概要】
既存のクラブに対して、指
導員の確保、新たな種目の
増設、会員増に向け支援す
る。
新たなクラブの設立に向け
て、説明会や研修会を開催
する。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症による会員数の減少のほか、FC
KAZOの組織が見直されたことにより減少した。
平成国際大学が新たなクラブの設立に向けて進めているが、コ
ロナ禍により教室などが開催されなかったため、設立に向けた
取り組みが滞っている。

事業の改善点・
今後の取組内容等

加須市スポーツ推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）　≪基本目標≫　　　　　　
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基本目標1　スポーツの推進　―　施策２　総合型スポーツクラブの推進【取組内容】

基本目標1　スポーツの推進

施策2　総合型地域スポーツクラブの推進 ※指標設定がない場合の達成度評価は「２概ね達成」以下の評価基準

◆取組内容 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容

指標(単位) （クラブ/人）

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
３クラブ
５５０人

３クラブ
600人

3クラブ
650人

4クラブ
700人

4クラブ
750人

実績
2クラブ
533人

2クラブ
589人

２クラブ
637人

1クラブ
530人

1クラブ
450人

指標(単位) 　　回

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 ３回 ３回 3回 3回 3回

実績 1回 0回 0回 ０回 ０回

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

42 1

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成事業

【総合型地域ス
ポーツクラブの
育成事業】
子供から高齢者まで全
ての年代の市民が、活
動に参加できる環境づ
くりを進めるための支
援を行います。

・クラブ設立と自主的運営の支援
・平成国際大学が新たなクラブの設立に向け、
検討を進めているが、コロナ禍により進捗が遅
れている。

＜活動しているクラブ＞
・FC KAZO　450人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

No No
１－２

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

加須市スポーツ推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）　【　取組内容　】

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
平成28年度から平成国際大学において、総合型地域スポーツクラブ設立
に向け、地域のスポーツ少年団サッカー代表者などを含めた検討を行っ
ており、平成30年度から活動を一部開始しているが、令和２年度は活動
が新型コロナウイルス感染症拡大防止のため活動が中止になり設立に向
けた手続きが遅れている。

・総合型地域スポーツク
ラブ設立に向け、平成国
際大学と話し合いを行い
令和３年度中の設立に向
け進める。

スポーツ振興課 【評価の理由】
総合型地域スポーツクラブ設立に向け、サッカー教室などを開催
するなど具体的になってきていたが、コロナ禍により教室が中止
になり設立に向けた手続きが遅れている。

43 2

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成事業

【クラブ指導者
の育成事業】
自立したクラブ運営が
行えるよう、担い手と
なる指導者の育成を行
います。

・平成28年度から平成国際大学において、総合
型地域スポーツクラブ設立に向け、地域のス
ポーツ少年団サッカー代表者などを含めた検討
を行っている。また、平成30年度に平成国際大
学では具体的な活動を一部開始し、継続して活
動しているが令和２年度は新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため活動が中止になり設立に
向けた手続きが遅れている。

総合型スポーツクラブの設置数・会員数
平成国際大学を利用した
スポーツクラブ設立に向
け、平成国際大学教授や
関係団体などと検討を重
ね、早急に総合型地域ス
ポーツクラブの設立準備
委員会の設置を促進す
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症による会員数の減少のほか、FC　KAZOの組
織が見直されたことにより減少した。
平成国際大学が新たなクラブの設立に向けて進めているが、コロナ禍に
より教室などが開催されなかったため、設立に向けた取り組みが滞って
いる。

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

総合型地域スポーツクラブの説明会+研修会の実施回数 総合型地域スポーツクラ
ブに関心のある団体など
があった場合には、関係
団体と調整し設立に向け
進める。

スポーツ振興課 【評価の理由】
現在、平成国際大学による総合型地域スポーツクラブ設立に向け
た動きがあり情報交換等をしている。平成国際大学以外ではス
ポーツクラブ設立に向けた動きはない。

45 4

総合型スポーツ
クラブ育成事業

【スポーツクラ
ブの設立支援】
市民が参加しやすいク
ラブ設立に向けて、準
備から発足までの支援
やクラブ設立への気運
を高めるための、市民
やスポーツ関係団体な
どへの説明会を行いま
す。

・説明会等未実施

２
・
概
ね
達
成

【実績】
・クラブ会員募集の案内ポスターやチラシを公共施設に設置し
た。

・市広報誌やホームペー
ジの活用を図る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
FC KAZOでは、会員募集の掲示を随時行っている。

44 3

総合型スポーツ
クラブ育成事業

【情報提供・広
報支援】
クラブの活動内容が充
実するための情報提供
や会員数の増加を図る
ため、広報誌による市
民への活動紹介を行い
ます。

・クラブ会員募集の案内ポスターやチラシを公
共施設に設置した。
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基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進　－　施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり【　数値目標　】　

基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進
施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり

【　数値目標　】 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 345人 360人 375人 390人 400人

実績 361人 385人 413人 454人 476人

指標(単位) ( 人/人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
6,500人
1,300人

6,500人
1,300人

6,500人
1,350人

6,500人
1,400人

6,500人
1,450人

実績
6,598人
1,324人

6,683人
1,519人

6,265人
1,395人

5,937人
1,318人

中止

13 1

クライミング普
及事業

【目的】
クライミングを通じ、加須
市の知名度アップや地域の
活性化、全国から若者が集
うまちを作る。

【新型コロナウイルス感染拡大
防止対策で中止した事業】
・全国高等学校選抜クライミン
グ選手権大会
・加須市ボルダリング大会
・親子スポーツクライミング体
験会
【開催した事業】（回数や人数
の制限）
・リードKAZOクライミング
カップカップ
・スポーツクライミング教室
・クライミングウォール利用認
定会、体験会

１
・
目
標
を
達
成

クライミングウォール利用認定者数

No
No
２－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

スポーツクライミングへの関
心が高まっているため、感染
対策を徹底したうえでより多
くの人がクライミングに触れ
ることができるよう引き続き
加須市山岳連盟等と協働して
事業を行う

スポーツ振興課 【概要】
・KAZOカップ、体験会、
認定会等を埼玉県山岳連盟
及び加須山岳連盟と連携し
て開催する。
・日本山岳・スポーツクラ
イミング協会主催の全国高
等学校選抜クライミング選
手権大会の支援を行う。

【評価の理由】
　クライミング利用認定通算登録者数は確実に増えている。
　ただし、令和２年度は例年４回実施しているが、コロナによ
り２回の実施となっている。

事業の改善点・
今後の取組内容等

加須こいのぼりマラソン大会参加者数・ 市民の参加者数
新型コロナウイルス感染症対
策を踏まえた安心・安全な大
会運営ができるよう検討す
る。
また企業などにも支援（協賛
金、手伝い）を依頼する。

スポーツ振興課 【概要】
市民運動公園を主会場に、
１．５ｋｍ、2km、3km、
5km、10km、ハーフマラ
ソン大会を開催する。
市内スポーツ団体等との協
働により開催する。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としたため。

14 2

こいのぼりマラ
ソン大会開催事
業

【目的】
市民の健康増進や体力向上
を図るとともに、健康で生
きがいのある暮らしづくり
に寄与するとともに、市の
イメージアップを図る。

■加須こいのぼりマラソン大
会
開催日：R2,12.6（日）
場　所：加須市民運動公園ほ
か

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
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基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進　－　施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり【　数値目標　】　

事務事業名

所　管　課
No

No
２－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

事業の改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( チーム/人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
250チーム
1,500人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

実績
263チーム
1,656人

325チーム
1,988人

287ﾁｰﾑ
1,896人

278ﾁｰﾑ
1,694人

中止

指標(単位) ( 大会/人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
11大会

11,600人
11大会

11,600人
11大会

11,600人
12大会

11,600人
12大会

12,000人

実績
１４大会

11,637人
13大会

11,714人
13大会

11,106人
11大会

8,093人
5大会

1,340人

加須ふじの里駅伝大会への参加チーム・参加者数
コロナ禍に対応した駅伝
大会のあり方などを検討
し、引き続き多くの人に
参加してもらえる大会に
する。

スポーツ振興課 【概要】
市内スポーツ団体が主体とな
り、騎西総合体育館周辺道路を
周回する1.8km×5人及び３．
０km×5人のふじの里駅伝大会
の開催を支援する。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としたため。

15 3

加須ふじの里駅
伝大会支援事業

【目的】
市民の健康増進や体力向
上、生きがいづくり、人と
人との交流を図り、絆を深
めるとともに、市のイメー
ジアップを図る。

■加須ふじの里駅伝大会
開催日：R３,３.１４（日）
場　所：騎西総合公園ほか

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

全国大会等の誘致数・全国大会等参加選手数
感染対策を行ったうえで
開催できる大会について
引き続き誘致開催に努め
る。

スポーツ振興課 【概要】
トライアスロンや自転車競技等
の全国レベルの大会等に共催及
び後援し、さらに主催団体、市
民との協働により実施すること
で、若者が集い競う場をつく
り、加須市のイメージアップ、
大会のPR及び競技の普及促進を
図る。
東京オリンピックに向け、事前
キャンプ誘致等を行う。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020彩の国トラ
イアスロンイン加須大会、全日本学生選手権チームロードタイ
ムトライアル自転車競技大会、全国女子硬式野球ユース大会、
全国高等学校選抜スポーツクライミング選手権大会、マラソ
ン、駅伝大会、ボクシング大会が中止となった。

16 4

全国大会支援事
業

【目的】
加須市の知名度アップや地
域の活性化を図り、全国か
ら若者が集うまちをつく
る。

【新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止した事
業】
・彩の国トライアスロンイン
加須大会
・全日本学生選手権チーム
ロードタイムトライアル自転
車競技大会
・全国女子硬式野球ユース大
会
・全国高等学校選抜スポーツ
クライミング選手権大会
・マラソン、駅伝大会、ボク
シング大会
【開催した事業】
・クライミング大会（１大
会）43人
・自転車ロードレース大会
（2大会） 258人
・トライアスロンデュアスロ
ン大会（1大会）379人
・女子硬式野球選抜大会（1
大会）660人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
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基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進　―　施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり【取組内容】

基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進

施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり ※指標設定がない場合の達成度評価は「２概ね達成」以下の評価基準

◆取組内容　 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

参加募集数 ３１０人 ３１０人 ３１０人 330人 330人

実績 3１６人 ３０８人 ３６６人 347人 43人

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 ３４５人 ３６０人 ３７５人 ３９０人 ４００人

実績 361人 ３８５人 ４１３人 ４５４人 ４７６人

46 1

クライミング普
及事業

【全国高等学校選
抜クライミング選
手権大会/リード
KAZOクライミ
ングカップ】
日本山岳・スポーツク
ライミング協会及び全
国高等学校選抜クライ
ミング選手権大会を開
催し、「クライミング
のまち加須」のPR及
びクライミング競技の
普及推進を図ります。

全国高等学校選抜クライミング選手権大会
/スポーツクライミングKAZOカップを開催し
た。
■全国高等学校選抜クライミング選手権大会
　開催日　：R2.12.25～26
　場所　　：加須市民体育館
・新型コロナウイルス感染症拡大のため中止)
■リードKAZOクライミングカップ
　開催日　：R2.12.5
　場所　　：加須市民体育館
　参加者数：4３人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

No No
２－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

全国高校選抜クライミング選手権大会/スポーツクライミングKAZOカップ

・引き続き、当該大会を
開催し、「クライミング
のまち加須」のPR及びク
ライミング競技の普及推
進を図る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大のため全国高等学校選抜クライミ
ング大会が中止となった。リードKAZOクライミングカップは、
コロナ対策により定員を減らして大会を開催した。

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

１
・
目
標
を
達
成

クライミングウォール利用認定者数
・スポーツクライミング
への関心が高まっている
ため、より多くの人がク
ライミングに触れること
ができるよう引き続き加
須市山岳協会等と協力し
て事業を行う。

スポーツ振興課 【評価の理由】
　クライミング利用認定通算登録者数は確実に増えている。
　ただし、令和２年度は例年４回実施しているが、コロナにより
２回の実施となっている。

47 2

クライミング普
及事業

【クライミング体
験会・認定会】
加須市山岳連盟と連携
し、体験会や認定会を
開催し、クライミング
人口の増加を図りま
す。

加須市山岳連盟と連携し、クライミング体験
会・認定会を開催した。
■クライミングウォール利用認定会、体験会
　開催日　：R2.6～R3.3（4回）
　場　所　：加須市民体育館
　認定者数：8人
■親子スポーツクライミング体験会
　開催日　：R3.3.27
　場　所　：加須市民体育館
　参加者数：8人（定員２０人）

加須市スポーツ推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）　【　取組内容　】
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基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進　―　施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

２－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

指標(単位) ( 人/人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
6,500人
1,300人

6,500人
1,300人

6,500人
1,300人

6,500人
1,300人

6,500人
1,300人

実績
6598人
1324人

6,683人
1,519人

6,265人
1,395人

5,937人
1,318人

中止

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

実績
263チーム
1,656人

325チーム
1,988人

287ﾁｰﾑ
1,896人

278ﾁｰﾑ
1,694人

中止

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

予定数 ９００人 ９００人 ９００人 ９００人 ９００人

実績 ６６９人 ５６７人 ５４７人 ５２１人 ２５８人

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

加須こいのぼりマラソン大会参加者数/
市民の参加者数

・平成30年度から、新
ハーフコースとなったた
め、新たな魅力づくりと
して、沿道応援を更に拡
大するよう地域住民や団
体に協力依頼し、大会を
盛り上げる。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止となったため

48 3

こいのぼりマラ
ソン大会開催事
業

【加須こいのぼり
マラソン大会】
市民をはじめ全国から
６，０００人のラン
ナーが参加し、市内の
コースを走り抜けるこ
いのぼりマラソン大会
の充実を図ります。

■加須こいのぼりマラソン大会
　開催日　：R2,12.6（日）
　場　所　：加須市民運動公園ほか
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

加須ふじの里駅伝大会への参加チーム及び参加者数
安全に大会を開催する
ため、定員より大幅に
参加者が増えないよう
に引き続き対策する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としたため

49 4

加須ふじの里駅
伝大会支援事業

【加須ふじの里駅
伝大会の支援】
加須市体育協会が主体
となり、市内外から多
くのチームが参加する
騎西総合体育館周辺道
路を周回する駅伝大会
に事業補助を行い、市
のイメージアップを図
ります。

■加須ふじの里駅伝大会
開催日：R３,３.１４（日）
場　所：騎西総合公園ほか
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

全日本学生選手権チームロードレース大会/全日本学
生選手権個人タイムトライアル自転車競技大会/埼玉
県自転車タイム・トライアル・ロードレース大会参

加者数

・ＬＩＮＥやインスタ
グラムなどを活用し周
知を図る。
・継続的に３大会が開
催されるよう、また参
加人数が増えるよう関
係団体に要望する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策のため、チームタイムトライアル
が中止となり、開催された大会では大会規模の縮小により参加者
数が減少したため目標値を下回った。
コロナ禍においても感染症対策を行ったうえで２大会が開催され
ており、加須市のイメージアップ、大会のPR及び競技の普及が図
れた。

50 5

全国大会支援事
業

【全日本学生選手
権チームロード
レース大会/全日
本学生選手権個人
タイムトライアル
自転車競技大会/
埼玉県自転車タイ
ム・トライアル・
ロードレース大
会】
利根川河川敷道路を活
用し、日本学生自転車
競技連盟や埼玉県自転
車競技連盟によるロー
ドレース大会開催を支
援し、加須市のイメー
ジアップを図ります。

■第14回加須タイム・トライアル・ロード・
レース大会
　開催日　：Ｒ2.10.18
　場所　　：利根川河川敷（工事用道路）
　参加者数：13部門　163名
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
チームタイムトライアル部門は中止

■2020年度全日本学生ロードレース・カッ
プ・シリーズ第3戦全日本学生個人ロードレー
スタイムトライアル自転車競技大会
　開催日　：Ｒ2.11.15
　場所　　：利根川河川敷（工事用道路）
　参加者数：5部門　95人
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
チームタイムトライアル自転車競技大会は中止
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基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進　―　施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

２－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

予定数 ９００人 ９００人 ９００人 ９００人 ９００人

実績 ８９５人 ８１１人 ７５２人 ７５４人 ３７９人

指標(単位) ( 回 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

予定回数 1回 1回 1回 1回 1回

実績 0回 0回 １回 ４回 中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

彩の国トライアスロン大会/紅葉チャレン
ジトライアスロン大会参加者数

・全国規模の大会が継
続して誘致開催できる
よう開催団体と調整、
協議を行う。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため春の大会は中止、秋の
大会も規模を縮小して開催したため、目標値を下回った。
全国レベルの大会等が開催され、加須市のイメージアップ、大会
のPR及び競技の普及が図れた。

51 6

全国大会支援事
業

【彩の国トライア
スロン大会/紅葉
チャレンジトライ
アスロン大会】
渡良瀬遊水地におい
て、埼玉県トライア
スロン連合が主管す
るトライアスロン大
会を主催団体や市民
との協働により開催
します。

■彩の国トライアスロン大会
　開催日　　：R2.6.7
　場所　　　：渡良瀬遊水地
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

■紅葉チャレンジトライアスロン・デュアスロ
ンフェスティバルin加須大会
　開催日　　：R2.10.25
　場所　　　：渡良瀬遊水地
　エントリー数　：3７９人
※新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた
うえで、規模を縮小して開催。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

ボクシング大会開催回数 ・今後についても、大
利根文化体育館のボク
シング設備を活用し、
日本体育協会関東ボク
シング連盟などの主催
による大会開催を支援
する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となったため。

52 7

全国大会支援事
業

【関東高等学校ボ
クシング選抜大
会】
大利根文化体育館の
ボクシング設備を活
用し、日本体育協会
関東ボクシング連盟
などの主催による大
会開催を支援しま
す。

■国民体育大会ボクシング競技埼玉県選考会
　開催日　　：R2.4.25～4.26
■関東高校生ボクシング大会埼玉県選考会
　開催日　　：R2.5.23～5.24
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

【実績】
2020年東京オリンピック・パラリンピックが１年延期されたた
め、事前キャンプや市民、学校との交流事業が実施されなかっ
た。

・引き続き、事前ト
レーニングキャンプの
受け入れによるスポー
ツ、文化、経済などの
交流を図るとともに東
京２０２０大会を盛り
上げる。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症の影響によって、東京２０２０オリン
ピック・パラリンピック大会の延期に伴い、コロンビア共和国の
事前トレーニングキャンプも１年延期となった。また、感染症対
策により市内小中学校の交流事業も中止となった。

53 8

全国大会支援事
業

【２０２０年東京
オリンピック・パ
ラリンピック関連
事業の開催】
２０２０年に東京オ
リンピック・パラリ
ンピックが開催され
るにあたり、事前
キャンプ地などのオ
リンピック関連事業
の誘致等に取り組み
ます。

・ボクシング・柔道・陸上競技・サッカー・レスリ
ング・ボクシングチームの受入れの準備はしていた
が、東京2020オリンピック・パラリンピック大会の
延期に伴い、事前キャンプ等は無かった。
・受入れ期間中のイベントへの参加や学校訪問など
による市民との交流の準備
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基本目標２　スポーツを活用した地域活性化の推進　―　施策１　スポーツを通じた若者が集う地域づくり【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

２－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 1,300人 1,400人 1,500人 1,600人 1,700人

実績 2,880人 1,470人 3,126人 4,308人 中止

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 7,000人 8,000人 9,000人 10,000人 11,000人

実績 7,966人 10,800人 11,800人 中止 無観客

指標(単位) ( 団体 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 ― ― ― 50 50

実績 ― ―
５０団体
（3月1か月間
の利用団体数）

72 80

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

全国高等学校女子硬式野球ユース大会観客数
・引き続き、女子硬式
野球大会を関係団体と
協力し、開催するとと
もに、地域の活性を
図っていく。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となったため

54 9

女子硬式野球振
興事業

【全国女子硬式野
球ユース大会】
花咲徳栄高校や平成国
際大学との協働により
全国大会を開催し、競
技の普及推進と本市の
イメージアップを図り
ます。

■全国女子硬式野球ユース大会（後援）
　日　　時：R2.8.17
　会      場：加須きずなスタジアム
　　　　　：田ケ谷サンスポーツランド野球場
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

全国高等学校女子硬式野球選抜大会観客数
・引き続き、女子硬式
野球大会を関係団体と
協力し、開催するとと
もに、地域の活性を
図っていく。

スポーツ振興課 【評価の理由】毎年参加校は増加しており、令和２年度は全国か
ら３３チームの参加（前年度３０チーム）。新型コロナウイルス
感染拡大防止のため無観客で開催された。

55 10

女子硬式野球振
興事業

【全国高等学校女
子硬式野球選抜大
会】
花咲徳栄高校や平成国
際大学との協働により
全国大会を開催し、競
技の普及推進と本市の
イメージアップを図り
ます。

■全国高等学校女子硬式野球選抜大会（共催）
　日　　　時：Ｒ３.3.27～4.2
　会　　　場：加須きずなスタジアム
　　　　　　：田ケ谷サンスポーツランド野球
場
　　　　　　：平成国際大学野球スタジアム
　参加チーム：３３チーム
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため無観
客開催

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

整備された旧県立騎西高校施設の利用団体数
(H31.3月利用開始)

・市のスポーツ団体の
利活用の推進を図る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症防止として施設の利用休止期間が
あったため目標に達しなかった。

56 11

県立騎西高等学
校跡地活用促進
事業

【旧県立騎西高校の
有効活用】
サッカーを主としたス
ポーツ拠点として、市
内外から多くの若者が
集う施設となるよう活
用を促進します。

・市民の利用料金を埼玉県サッカー協会登録団
体と同一料金（半額）化
・加須市民の日（3月23日）に市内団体の利用
料金を無料化
・市内スポーツ団体への通知による周知
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基本目標３　スポーツ施設の充実
施策１　スポーツ施設の充実

【　数値目標　】 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 628,000人 628,500人 629,000人 629,500人 630,000人

実績 673,045人 662,134人 665,21１人 603,519人 292,698人

指標(単位) ( 団体／人 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標
275団体

212,000人
280団体

212,500人
285団体

213,000人
290団体

213,500人
295団体

214,000人

実績
233団体

195,775人
222団体

189,365人
223団体

181,023人
222団体

179709人
195団体

78,594人

17 1

スポーツ施設管
理運営事業

【目的】
安全で快適にスポーツがで
きるプレー環境を実現す
る。

・4地域5館の公共体育館と
運動公園等の屋外体育施設の
管理,貸出
・安全点検と故障箇所の修繕
・加須市民体育館柔道場畳改
修
・騎西総合体育館給水ポンプ
ユニット交換
他
※検温や利用者名簿の提出、
スポーツ時以外のマスク着用
の徹底、手指消毒の徹底など
新型コロナウイルス感染症対
策を行った。

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

体育館・運動公園施設の年間利用者数

No
No
３－１

事業の目的
事業の概要

令和2年度の取組内容
評
価

成果・目標指標
評価の理由

新型コロナウイルス感染症対
策を徹底するとともに、老朽
化している施設備品が多いた
め、交換や修繕などにより安
心して利用できるよう努め
る。

スポーツ振興課 【概要】
市内公共体育施設の適正な
運営と維持管理を行う。
・体育館５館
・都市公園施設１６か所、
３０施設

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策として、施設の休館や利用時間
の短縮、人数制限によって利用者数が減少したため目標値を下
回った。

事業の改善点・
今後の取組内容等

学校開放体育施設の利用団体登録数・利用者数
利用団体への新型コロナ
ウイルス対策をさらに徹
底する。
また、老朽化した備品等
について安全に利用でき
るよう順次更新等行う。

スポーツ振興課 【概要】
学校教育に支障のない範囲
でスポーツを楽しむ団体等
へ学校体育施設の貸し出し
を行い、スポーツ活動を促
進する。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症対策により利用中止や制限、時間短
縮など行ったため利用者が大幅に減ったため。

18 2

学校体育施設開
放管理運営事業

【目的】
地域のスポーツレクリエー
ションの場を確保し、生涯
スポーツの振興を図る。

・市内小中学校の学校体育施
設の開放
・市内学校開放施設・設備の
維持管理
・不動岡小学校校庭夜間照明
制御盤修繕
・水深小学校バックネット撤
去・設置工事
・礼羽小学校夜間照明電源
ケーブル修繕
・樋遣川小学校外トイレ鍵修
繕

６
・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

33



基本目標３　スポーツ施設の充実　―　施策１　スポーツ施設の充実【取組内容】

基本目標３　スポーツ施設の充実

施策１　スポーツ施設の充実 ※指標設定がない場合の達成度評価は「２概ね達成」以下の評価基準

◆取組内容 【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている、５未着手、６コロナによる影響）   

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容

指標(単位) （％）

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 35% 40% 45% 50% 55%

実績 36% 40% 44% 54% 62%
57 1

スポーツ施設整
備事業

【施設改修・修繕
計画に基づいた施
設の整備】
体育館や運動公園な
ど、老朽化した施設の
機能向上を図るため、
計画的な施設の改修整
備を行います。

施設の老朽化に伴い順次回収を行い、安全・安
心な施設運営に努める。

１
・
目
標
を
達
成

No No
３－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

年度計画に対する整備率
・利用者が安心して安全
に利用できるように常に
点検等を行い、必要な修
繕等を行う。

スポーツ振興課 【評価の理由】
・改修・修繕計画を検討したうえで、安全管理上必要なものから
適時実施し、施設の整備・充実を図った。

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

１
・
目
標
を
達
成

【実績】
「加須きずなスタジアム」が平成30年3月に完成した。

スコアボードの点検など
を行い、利用者が安心し
て利用できる施設となる
よう努める。

スポーツ振興課 【評価の理由】
平成３０年３月に完成し、全国規模の大会にふさわしい会場と
なった。

58 2

スポーツ施設整
備事業

【野球場の整備】
加須市民運動公園野球
場の整備を行います。

「加須きずなスタジアム」が平成30年3月に完
成した。

２
・
概
ね
達
成

【実績】
バリアフリーに関する工事は行っていない。

・施設の改修にあわせ
てバリアフリー化をさ
らに進める。

スポーツ振興課 【評価の理由】
・障がい者用トイレ、スロープ、館内段差、駐車スペースなどの
バイアフリー化は、北川辺体育館以外の４体育館は対応済み。
加須、南篠崎、騎西、大利根文化体育館はバリアフリー化が完了
しているが、北川辺体育館の障がい者用トイレ、駐車スペースが
整備されていない。

59 3

スポーツ施設整
備事業

【バリアフリー化
の推進】
障がい者や高齢者な
どが安心安全に施設
の利用ができるよ
う、施設のバリアフ
リー化に努めます。

バリアフリーに関する工事は行っていない。

加須市スポーツ推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）　【　取組内容　】

34



基本目標３　スポーツ施設の充実　―　施策１　スポーツ施設の充実【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

３－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

【実績】
公共施設予約システムの導入に向けて、加須市業務改善課が中心
となって検討中。

・公共施設予約システム
導入によるメリットデメ
リットを整理し市民利用
の視点から検討する。

スポーツ振興課 【評価の理由】
公共施設予約システム導入に伴うメリット、デメリットをさらに
検討する必要がある。

60 4

スポーツ施設管
理運営事業

【予約受付方法の
検討】
より多くの市民が簡
単にできるような、
予約受付の方法につ
いての検討を行いま
す。

公共施設予約システムの導入に向けて、加須市
業務改善課が中心となって検討した。（引き続
き検討中）

２
・
概
ね
達
成

【実績】
4地域5体育館と運動公園等屋外体育施設について、スポーツ団体
の大会等が重ならないよう調整し、計画的な活動ができるよう調
整した。

・スポーツ団体が各団体
の年間計画に基づき活動
できるよう、体育館・屋
外スポーツ施設で行う大
会等の利用調整を実施

スポーツ振興課 【評価の理由】
体育館・屋外スポーツ施設の大会等の利用調整が行われ、スポー
ツ団体の各事業の日程が調整できた。

61 5

スポーツ施設管
理運営事業

【施設の利用調
整】
スポーツ団体が1年
間を通して計画的な
活動が行えるよう、
施設の利用調整を行
います。

・4地域5体育館と運動公園等屋外体育施設に
ついて、スポーツ団体の大会等が重ならないよ
う調整し、計画的な活動ができるよう調整し
た。

２
・
概
ね
達
成

【実績】
4地域5体育館と運動公園等屋外体育施設の不具合のある競技用備
品を交換した。
（主な実績）
・クライミング装置ウインチ用ワイヤー（加須市民体育館）
・柔道場畳（加須市民体育館）
・トレーニング室機器（騎西総合体育館）
・バスケットゴール修繕（北川辺体育館）
・バレーボール支柱（北川辺体育館）
・ソフトバレー、バドミントン兼用支柱（北川辺体育館）
・中央仕切り防球ネット（大利根文化体育館）
・テニスコートネット（加須市民運動公園）
・ホームベース、塁ベース、ピッチャープレート（加須市民運動
公園）

・老朽化している施設備
品が多いため、交換や修
繕などにより安心して利
用できるよう努める。

スポーツ振興課 【評価の理由】
安心して利用できるよう不具合が確認された競技用備品を交換し
た。

62 6

スポーツ施設管
理運営事業

【競技用備品の充
実】
利用者が楽しく安心
して利用できるよう
競技用備品の充実に
努めます。

・4地域5体育館と運動公園等屋外体育施設の
不具合のある競技用備品の交換や修繕を行っ
た。
（主な実績）
・クライミング装置ウインチ用ワイヤー
・柔道場畳
・トレーニング室機器
・バスケットゴール修繕
・バレーボール支柱
・ソフトバレー、バドミントン兼用支柱
・中央仕切り防球ネット
・テニスコートネット
・ホームベース、塁ベース、ピッチャープレー
ト
・ジュニアサッカーゴールネット
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基本目標３　スポーツ施設の充実　―　施策１　スポーツ施設の充実【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

３－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

２
・
概
ね
達
成

【実績】
　加須地域は学校開放施設の利用希望団体が多いため、学校開放
利用調整会議を毎月開催し団体間の利用調整を実施した。

・利用調整会議の開催に
より円滑な利用に努め
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
利用者調整会議により円滑に利用できた。

63 7

学校体育施設開
放管理運営事業

【学校開放施設の
利用調整等】
学校開放を行ってい
る小学校及び中学校
の利用調整管理につ
いて、市民と協働
し、使いやすい施設
利用と利用者の増加
に努めます。

・加須地域は学校開放施設の利用希望団体が多
いため、学校開放利用調整会議を毎月開催し団
体間の利用調整を実施した。

２
・
概
ね
達
成

【実績】
広報紙による周知を実施した。
前年度登録団体へ勧奨通知を送付し利用促進した。
　登録団体数　１９５団体

・利用が促進されるよ
う引き続き広報紙や
ホームページで周知す
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
学校開放施設の利用を促進するため周知を行い、１９５団体が利
用登録した。

64 8

学校体育施設開
放管理運営事業

【学校体育施設の
利用促進】
地域スポーツの活動
拠点となる学校体育
施設の利用を促進す
るため、広報誌や
ホームページなどに
より周知し、利用促
進に努めます。

広報紙やホームページによる周知を実施した。
前年度登録団体へ勧奨通知を送付し利用促進し
た。
　登録団体数　１９５団体
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基本目標３　スポーツ施設の充実　―　施策１　スポーツ施設の充実【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

３－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

指標(単位) ( 件 )

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0件 0件 0件 0件 0件

指標(単位) （件）

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標年）

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0件 0件 0件 0件 0件

２
・
概
ね
達
成

【実績】
安心して安全に利用できるよう不具合のある施設備品等の修繕を
行った。
・不動岡小学校校庭夜間照明制御盤修繕
・礼羽小学校夜間照明電源ケーブル修繕
・水深小学校バックネット撤去・設置工事
・樋遣川小学校外トイレ鍵修繕

・不具合のある施設備
品の早期発見及び修繕
など迅速な対応に努め
る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
安心して利用できるよう不具合のある施設備品の修繕をした。

65 9

学校体育施設開
放管理運営事業

【学校開放の充
実】
夜間における利用者
が安心して利用でき
るよう、施設備品の
充実に努めるととも
に、利用時間につい
ての検討を行いま
す。

老朽化した各学校の夜間照明制御盤の修繕を計
画的に実施した。
・不動岡小学校校庭夜間照明制御盤修繕
不具合のある施設の修繕を行った。
・礼羽小学校夜間照明電源ケーブル修繕
・水深小学校バックネット撤去・設置工事
・樋遣川小学校外トイレ鍵修繕

スポーツ振興課 【評価の理由】
必要な修繕を行ったことにより、利用者が安全に利用でき、事故
の発生がなかった。

66 10

学校体育施設開
放管理運営事業

【学校開放施設の
維持管理】
学校開放を行ってい
る小中学校の体育館
や、グラウンドにつ
いて、利用者が安全
に利用できるよう学
校開放施設の適正な
維持管理に努めま
す。

老朽化した各学校の夜間照明制御盤の修繕を計
画的に実施した。
・不動岡小学校校庭夜間照明制御盤修繕
不具合のある施設の修繕を行った。
・礼羽小学校夜間照明電源ケーブル修繕
・水深小学校バックネット撤去・設置工事
・樋遣川小学校外トイレ鍵修繕

67 11

スポーツ施設安
全点検事業

【日常的な安全点
検】
利用者が安心して利
用できるよう、安全
点検を行い、事故や
故障の未然防止に努
めます。

・日常的な見回り点検を毎朝実施
・月1回程度の安全点検の実施

１
・
目
標
を
達
成

学校開放体育施設利用者の不具合による事故発生件数
・利用者が安心して安
全に施設を利用できる
ように不具合箇所を発
見して修繕等に努め
る。

【施設の適正な維
持管理】
施設が安全に利用で
きるよう、適正な維
持管理に努めます。

・小中学校施設の保守点検や委託による維持管
理と必要な修繕

１
・
目
標
を
達
成

市施設不具合による事故発生件数
・利用者が安心して安
全に施設を利用できる
ように、日々の安全点
検を実施する。

スポーツ振興課 日々の点検により利用者が安心して安全に施設を利用できた。

２
・
概
ね
達
成

【実績】
小中学校施設について、施設の保守点検や委託による維持管理を
行うとともに、必要な修繕を行った。

・引き続き、小中学校
施設が安全に利用でき
るよう、適正な維持管
理に努める。

教育総務課 【評価の理由】
限られた予算内で最大限の効果が見込める工法等を検討し、施設
の維持管理に努めたため。

68 12

小学校管理運営
事業
中学校管理運営
事業
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基本目標３　スポーツ施設の充実　―　施策１　スポーツ施設の充実【取組内容】

事務事業名 【取組名】

所　管　課 取組内容
No No

３－１

令和2年度の取組内容
（R2年度の取組内容【計画】）

評
価

事業の改善点・
今後の取組内容等

成果・目標指標評価の理由
（令和2年度の取組内容【実績】・【評価の理由】）

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

【実績】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため埼玉・福島少年サッ
カー交流事業中止
・未利用施設の活用に関する調整会議（書面）

・引き続き市内スポー
ツ団体の利活用の推進
を図る。

スポーツ振興課 【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため埼玉・福島少年サッ
カー交流事業中止になるとともに整備、改修、解体工事などは実
施されなかった。

69 13

県立騎西高等学
校跡地活用促進
事業

【県立騎西高校の
整備促進】
埼玉県や埼玉県サッ
カー協会等と連携
し、サッカーを主と
したスポーツ拠点と
して整備を促進しま
す。

・埼玉・福島少年サッカー交流事業の開催（新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）
・未利用施設の活用に関する調整会議の開催
（書面表決）
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